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　　　　　　　　　　　　　灘、
　新川屋㈱（高田町5）では、今が正月用の生きり

餅製造の最盛期。従業員も100人と倍に増員して、最

新機械により、毎日400俵の餅米を仕込み、30tの製

品（10kgの箱に3，000個）ができあがります。

　製品は雪肌もちの商標で、正月用として主に関東、

関西方面に出荷されます。

・一今月号の主な内容　　・　・　…
2～5P…雪と調和するくらしを探る　10～11P…スノートピア十日町

6～7P…消雪パイプの有効利用と、　12～15P…青い目の中の

　　　節水のために　　　　　　　　　　　　　TOKAMACHI
　8P…冬本番真近か　　　　　　　16～17P…新米を仕込んで寒づくり

　9P…衆議院議員総選挙　　　　　　　18P…たいいく・スポーツコーナー

、
暴

躍
構 驚
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とおガ夢3昭和58年12月10日

㎜
く
塔
鐸
㌶
、
舘
顎
郵
蓼
鐙

備”
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鼎
　
こ
の
克
雪
フ
ェ
ア
は
、
五
六
豪
雪
の
教
訓
を
受
け
て
克
雪
都
市
宣
言
を

鼎鼎
し
、
十
二
月
第
一
土
曜
日
を
克
雪
都
市
宣
言
記
念
の
日
と
定
め
て
、
毎
年

璽
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
今
回
は
、
雪
蘭
－
だ
け
で
な
－
、
雪
と
㎜

皿
ど
藷
摩
る
か
の
角
度
か
ら
、
克
雪
へ
の
新
た
な
方
途
を
さ
ぐ
ろ
う
と
㎜

”
開
催
さ
れ
　
多
く
の
成
果
を
得
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

誉
略
雪
フ
、
ア
を
宇
心
に
雪
と
調
和
す
る
く
ら
し
を
特
集
し
皿

　
今
年
の
克
雪
フ
ェ
ア
は
、
児
童
か

ら
主
婦
ま
で
参
加
で
き
る
フ
ェ
ア
を

と
企
画
さ
れ
、
　
「
雪
・
調
和
・
く
ら

し
」
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
、
講
演
、
冬

の
必
需
品
の
展
示
の
三
本
柱
で
、
市

内
外
か
ら
訪
れ
た
二
千
五
百
人
に
克

雪
の
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
フ
ェ
ア
に
あ
わ
せ
て
、
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
主
催
の
「
融
雪
方

も法
開と
催地
さ下
れ水
まL

しの
たシ
oン

　ポ
　ジ
　ユ
　ウ
　ム

高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
問
題
提
起

　
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
は
県
立
自
然

科
学
館
天
文
係
長
の
佐
藤
文
男
さ
ん

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
進
め
ら
れ
、

馬
場
文
之
十
日
町
青
年
会
議
所
理
事

　
　
　
　
　
　
長
が
、
高
校
生
ア
ン

　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ト
を
も
と
に
「
高

　
　
　
　
　
　
校
生
は
、
雪
を
明
る

　
　
　
　
　
　
く
と
ら
え
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
し
、
市
内
の
職
場
に

　
　
　
　
　
　
っ
い
て
は
悲
観
的
で
、

　
　
　
　
　
　
都
会
志
向
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
と
問
題
提
起
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
た
。
　
（
パ
ネ
ラ
ー
の

　
　
　
　
　
　
発
表
要
旨
は
四
、
五

　
　
　
　
　
　
面
に
）
。雪

と
調
和

す
る
た
め
に

　
記
念
講
演
で
は
、

日
本
雪
氷
学
会
名
誉

会
員
の
高
橋
喜
平
さ

ん
が
、
雪
と
十
日
町

を
温
か
く
見
て
い
る
目
か
ら
「
先
史

時
代
、
雪
は
天
の
恵
み
、
神
様
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
歴
史
時
代
に
入
り
、

美
し
い
も
の
．
に
変
り
、
悪
魔
に
な
っ

た
。
今
の
行
政
の
立
場
は
道
路
除
雪

を
は
じ
め
雪
を
邪
魔
者
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。
世
の
中
に
存
在
す
る
も

の
で
悪
魔
は
い
な
い
。
か
な
ら
ず
天

の
恵
み
が
一
杯
あ
る
は
ず
。
た
だ
、

今
知
恵
が
な
い
た
め
に
そ
れ
を
生
み

だ
せ
な
い
で
い
る
。
今
は
そ
の
過
渡

期
で
あ
る
。
何
か
夢
を
持
て
ば
雪
国

も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
か

ら
の
科
学
の
進
歩
か
ら
考
え
て
雪
国

は
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
な
る
。
雪
国
に
住

ん
で
い
る
幸
せ
を
か
み
し
め
て
欲
し

い
一
と
講
演
し
ま
し
た
。

屋
根
雪
処
理
シ
ス
テ
ム
と

小
型
除
雪
機
に
熱
い
視
線

　
展
示
部
内
で
は
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
人
力
に
よ
る
雪
処

理
道
具
類
に
代
る
小
型
除
雪
機
に
熱

い
視
線
が
集
ま
り
、
六
社
が
参
加
し

た
屋
根
雪
処
理
方
法
の
展
示
で
は
、

各
社
ご
と
に
熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
二
日
間
応
待
に
あ
た
っ
た
担
当

者
は
「
最
後
は
口
を
開
く
の
も
イ
ヤ

に
な
る
く
ら
い
で
し
た
」
と
、
う
れ

し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
チ
ビ

ッ
子
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
子
ど
も
会
や

，
ク
ラ
ス
単
位
で
の
参
加
も
あ
っ
て
、

元
気
な
声
が
終
日
聞
か
れ
、
市
外
か

ら
の
参
加
者
も
多
く
、
雪
ま
つ
り
に

続
く
、
冬
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
芽

吹
き
も
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
蕊

購聾　　　　　　　　　　　　　　　撰　　　　　瀦

あなたの続き柄は

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
馬
場
文
之
理
事
長
）

で
は
、
今
年
度
、
克
雪
研
究
委
員
会
を
設
け
、

意
欲
的
に
雪
問
題
と
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
郡
市
内
の
三
高
校
の
三
年
生

を
対
象
に
し
て
、
六
十
八
項
目
に
わ
た
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
克

雪
フ
ェ
ア
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で
紹
介
し
た
、

雪
と
仕
事
の
項
目
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎調査期問58年11月

●長男長女・・……・……267（73．O％）

●次男次女…一・……・74（20．2％）

●三男三女一…・…・…19（5．2％）

●四男四女・・…」………　6（1．6％）

高校3年生◎調査対象者

竃竃3＝瓢識鷲罵＝濡3躍蹴＝嵩＝竃鱗瓢＝＝＝【二駕罵；二＝属三＝

十日町高校

（男子）

69人

（女子）

61人 130人

十日町実業高校 95人 23人 118人

川　西　高　校 69人 64人 133人

計 233人 148人 381人

　家族の人数は
●5人・…・……………・119（32．9％）

●4人……・・…………・99（27．4％）

●6人…・・……………・69（19．1％）

●7人…・・……………・36（9．9％）

●3人・・………………・23（6．3％）

●8人・…・……………・8（2．2％）

※
今
回
の
調
査
で
は
、
長
男
・
長
女
が
七
十
三
％
を
占
め
て
い
る
が
、
五
十

　
五
年
度
に
十
日
町
広
域
圏
で
実
施
し
た
調
査
で
は
六
十
八
％
で
あ
り
、
こ

　
の
傾
向
は
変
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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特に多かった予想
　・230cm………7人
　・285cm………7人
　・245cm………6人

〈参考〉

〈予想の内訳〉

3．5～4m
9人（4％）

過
去
66
年
の
最
高
積
雪
の
記
録
で
は

3．5～4m　　　　4m以上1回（L5％）
5回（7．6％）　　　　　　　　1m未満

　　　　　　　　　　3回（4．5％）

　　　　　　　　　　　1～1．5m
　3～3．5m　　　　　　　　　　　　5回

　10回　　　　　（7・6％）
〈15・1％）講辮1・5m～2m

　　　　、奪獺数　15回
　　　　、欝鰯（22．8％）
2．5m～3m

　　17回
　　　．　　　2～2．5m
　（25・8％）　10回

　　　　　　（15．1％）

4m以上4人（1．8％）

1m未満2人（O．9％）

　　1～1．5m
　　3人（1．3％）

3～3．5m
　30人
（13．5％）

1．5～2m
19人
（8．6％）

鎌慈総数　　　2～2．5m

　　　　　2器識

2．5～3m

　76人

　（34．2％）

　79人
（35．6％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最低32cm、最高8、10mを予想した人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もいますが・…・・。
牽qゆqゆq◎q◎qゆq◎q◎qゆq◎q◎qpq◎qゆqゆq◎q◎qゆ鱒勢

8　　　　　フェ孫．灘類雪深予想　8
奪qゆq◎q◎qゆq◎qゆq◎q◎dゆq℃粛α◎qゆq◎αゆα◎qゆ◎り噸

〈参考〉

　　過去66年間の記録では

●12月中………一・……・……1回

●1月1日～10日……………1回

●　　11日～20日……………4回

●　　21日～31日……………6回
●2月1日～10日……………7回

●　　11日～20日……………18回
●　　 21日～29日・・・・・・・・・・・・…14回

●3月1日～10日……………9回

●　　11日～20日……………3回
●　　 21日～・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　3回

　　　　　　　　　　　　、

（過去のデ＋森難鮮智雛験地）

◎12月中・……………・…・…4人

◎1月1日～10日…………4人
◎　　11日～20日…………10人

◎　　21日～31日…………33人

◎2月1日～10日…………74人

◎　　11日～20日…………76人

◎　　21日～29日…………12人

◎3月中……………・…・…・1人

　　　　　　　多かった日は

　　　　　　2月10日……20人

　　　　　　2月13日……14人

　　　　　　2月15日……12人

　12月3・4日の克雪フェアの

会場で、今冬の寧積雪深予想コ

ーナー、をもうけ、222人の方か

ら、今年の最高積雪と最高積雪

になる日を予測してもらいまし

た。

　十日町林業試験地の過去66年

間の気象データとにらみあわせ

て、あなたも十日町地方気象台

の予報官になってみませんか。

総
饗
ナ

積雪深予想挑戦者数

　　　　222人

　
　
　
越
ら

　
　
　
上
か

　
　
　
、
市

　
　
　
市
浜

　
　
　
潟
横

　
　
　
新
、

　
　
　
　
　

　
人
人
、
↓
↑

訳
聖
肺
遡

内
…
…
千
、

煮
罫
膿

戦
民
内
市
川
人

挑
市
郡
鋼
市
加

これからの十日町に欲
しい職業と会社は

・電気・機械工業……………2・（婁11

・大手デパート…一一・・…13（雛

・観光・レジヤー産業………11（婁11

・織物関係……一一・・……8（鷹

十年後、十日町の花形
産業の予測は

・分らない………一……・2・8（婁111

●織物関係…………・

●観光・レジヤー・…

●電気・機械工業…・

●農　業…………・…

・…一21（婁11

一…19（婁11

一…18（婁11

一…1・（影

希望する就職地は

●十日町地域…………86　（24．0％）

●県　内………………103　（28．8％）

●都　会………………168　（47．1％）

～

個人企業と大企業は
どちらを選ぶ

●個人企業……………43

●大企業………………176

●こだわらない………138

（12．0％）

（49．2％）

（38．9％）

冬場の通学で困っていることは

●消雪パイプの水が足
にかかり・車がはね2・5｛魏

　とばす。

●屋根雪を道路に出す
ため歩きにくい・交179｛婁111

通が不便、狭くなる。

　　　　　　号

　それを改善するアイディアは

●消パイ水のコントロー
　　　　　　　　　　一・・・…　。54
　ルと車の減速

●除雪作業の改善と屋根
　　　　　　　　　　・・…　。…　42
　雪を落さない。

●流雪溝の整備…………………15

●その他に、道路拡張、ア

　ーケード、歩道など

T「



擁

四
季
の
う
つ
り
か
わ
り
こ
そ小宮　博昭さん

　
私
は
先
月
の
中
旬
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
登
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
八
回

目
に
な
り
ま
す
。

　
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
人
間
が
生
活
で
き
る

の
は
海
抜
四
千
メ
ー
ト
ル
が
限
度
な

の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
土
地
の
人

達
は
羊
を
飼
い
、
草
原
を
求
め
て
牛

を
追
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
彼
等

の
生
活
そ
の
も
の
が
自
然
と
の
本
当

に
厳
し
い
闘
い
だ
と
、
私
な
ど
に
は

思
え
る
の
で
す
が
、
彼
等
の
表
情
は

実
に
明
る
い
の
で
す
。
今
回
の
高
校

⊥7

昭和58年12月10日

7

◎

車から6
7

※小宮博昭県立三条高校山岳部監督・高校・大
　　　　　　　学を通じ山岳部に所属。ヒマラヤ遠

　　　　　　　征八回。

※高橋美智子吉田中教諭、日大スキー部主将・全
　　　　　　　　　日本大学選手権、国体などで優勝。

※保坂隆一織物組合第30代青年部会長、35回雪
　　　　　　　　まつ｝）雪上カーニバルの企画・演出

　　　　　　　　担当。

生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
親
子
の

き
ず
な
が
問
い
直
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
は
い
つ
も
親
子
が
助
け

あ
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
雪
が
降
っ
て
、
春
が
訪
れ

て
、
そ
の
中
か
ら
何
か
が
芽
ば
え
て

ゆ
く
、
そ
の
四
季
の
う
つ
り
か
わ
り

を
は
っ
き
り
と
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
新
潟
県
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇

り
を
も
っ
て
い
る
一
人
で
す
。

雪
ま
つ
り
と

織
物
を
タ
イ
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
第
三
十
五
回
雪
ま
つ
り
が
あ
と
二

ヵ
月
後
に
迫
っ
て
お
り
、
織
物
組
合

青
年
部
会
で
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
企

画
、
演
出
を
担
当
し
、
建
設
業
協
会

青
年
部
会
が
雪
上
舞
台
製
作
を
担
当

し
ま
す
。

　
高
校
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
で
て

い
ま
す
が
、
十
日
町
に
雪
ま
つ
り
が

な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ち
全
体
が
本
当

に
暗
い
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
街
地
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
全
域

で
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
会
で
は
、
雪
ま
つ
り
と
基

幹
産
業
の
織
物
を
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

活
用
さ
せ
る
方
法
を
い
つ
も
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
九
月
に
行
っ
た
和
装

サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
も
大
変
雪
ま
つ

り
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
雪
を
知
ら
な
い
人
が
、
一
人
で
も

多
く
十
日
町
を
訪
れ
て
、
雪
国
と
十

日
町
を
認
識
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

牽
牽
辛
牽
牽
辛
牽
辛
辛
辛
牽
牽
辛
牽
牽
牽
牽
辛
牽
辛
辛
辛
牽
牽
辛
牽
牽
牽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

雪
が
好
き
に
な
る
と

　
　
　
ス
キ
ー
も
上
達高橋美智子さん

　
ス
キ
ー
に
ワ
ッ
タ
ス
を
塗
る
都
合

上
、
い
つ
も
雪
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

　
粉
雪
か
ぼ
た
ん
雪
か
、
握
っ
て
固

ま
る
か
固
ま
ら
な
い
の
か
、
と
け
た

雪
か
氷
っ
た
雪
か
、
雪
温
は
…
…
。

い
ろ
ん
な
条
件
を
考
え
て
ワ
ッ
ク
ス

を
塗
り
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
吹
雪

で
目
を
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
中
を

目
を
開
け
て
い
る
と
今
度
は
涙
で
見

え
な
く
な
り
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
ん

な
に
ま
で
し
て
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
見
事
に
晴
れ
あ
が
っ
た
雪

原
を
走
る
時
は
そ
う
快
で
す
。

　
私
は
雪
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
か
ら

吹
雪
に
向
っ
て
ゆ
く
強
い
心
と
、
雪

を
本
当
に
好
き
に
な
れ
な
い
と
ス
キ

ー
も
う
ま
く
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
私
は
、
今
、
中
学
校
の
体
育
教
師

で
す
が
、
雪
に
負
け
な
い
、
自
分
に

負
け
な
い
、
雪
の
降
る
の
を
待
ち
望

ん
で
い
る
よ
う
な
生
徒
を
育
て
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　雪のメリットは
〔心理的〕

●明るく美しい　48（男29・女19）

●忍耐強くなる　16（男4・女12）

●季節感がある　12（男7・女5）

●心が落ち着く　11（男8・女3）

●ロマンチック　12（男3・女9）

〔物理的〕

●スキーができる39（男28・女11）

●雪まつり●…・…・31（男15・女16）

●水資源が豊富　8（男2・女6）

捧A淵

雪の物理的ハンデイはあなたは雪おろしを

照
…

●雪おろしと片付け・…・・160（55．4％）

●交通不便……・…・……89（30．8％）

●生活費・暖房費上昇　24（8．3％）

●なだれ……………一・7（2．4％）

●外で遊べない……・…・6（2．1％）

●当然の義務として家族でする　197（58．1％）

●金を払ってしてもらう………・・14（4．1％）

●家を耐・融雪型にする………・・116（34．2％）

屋根雪処理の最良の方法は

畢

特に重大なものは
性格は太平洋側の人に比べて

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％
％
％
％

●明るい・・……一34（9．5

●日音　　い…………146　（40．8

●同　じ…・・……78（21．8

●分からない……100（27．9

●除雪・雪おろし………90（60．0％）

●交通不便………・……・48（32．0％）

●交通事故・……………・5（3．3％）

●暖房費・生活費………5（3．3％）

●融雪型（家屋内の廃熱利用）…・147（35．1％）

●融雪型（電気ヒーター）・………48（11．5％）

●従来型（雪は人力で）…・…；・・…47（11．2％）

●耐雪型（鉄筋コンクリート）…・40（9．5％）

●自然落下型…・……………・……・40（9．5％）

●消雪型（地下水を屋根に）一…26（6．2％）

●分からない一…一…一・…一38（9．1％）



　　　　　　　　　流、　　　　　　　　で
　　　　編

簾
緯

※佐藤京子東小学校教諭、同小社会科研究グ

　　　　　　　　ープの一員として意欲的に雪問題

　　　　　　　取り組む．

※上坂正教＋日町高校3年生、前生徒会副会長

十日町青年会議所克雪研究委員会委

員長、建築設計事務所長．

※

市
民
ぐ
る
み
の
意
識
改
革

　
高
校
生
の
意
識
と
し
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
　
メ
リ

ト
を
あ
げ
て
い
る
の
は
ス
キ
ー
と
雪

ま
つ
り
ぐ
ら
い
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
心
理
的
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
す
が
、
心
理
的

な
面
で
も
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
十
年
後
の

十
日
町
の
花
形
産
業
が
何
か
と
聞
い

て
い
る
項
目
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

わ
か
ら
な
い
と
答
え
て
い
ま
す
が
、

子
供
は
冬
が
一
番
好
き佐藤京子さん

　
東
小
学
校
で
は
、
地
域
の
で
き
ご

と
を
授
業
に
と
り
入
れ
よ
う
と
雪
と

織
物
を
テ
ー
マ
に
社
会
科
の
学
習
を

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
三
年
生
の
雪

の
単
元
で
は
雪
ま
つ
り
を
と
り
あ
げ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
冬
の
感
じ

か
た
は
、
雪
お
ろ
し
を
し
て
大
変
だ

と
か
、
消
雪
パ
イ
プ
の
水
を
は
ね
あ

げ
ら
れ
て
イ
ヤ
だ
と
か
い
う
こ
と
で

な
く
、
ス
キ
ー
が
で
き
、
雪
合
戦
が

で
き
、
雪
ま
つ
り
が
あ
る
と
い
う
楽

し
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
浮
き
あ
が
っ

て
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
に

ど
の
季
節
が
好
き
か
と
聞
い
た
ら
、

四
分
の
三
が
冬
が
一
番
好
き
だ
と
答

え
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
そ

れ
が
逆
転
し
て
く
る
よ
う
で
す
け
れ

ど
も
、
私
達
は
、
そ
の
子
供
の
楽
し

さ
を
大
事
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
織
物
に
つ
い
て
も
将
来
、
素
晴
ら

し
い
き
も
の
を
自
分
で
つ
く
り
た
い

と
答
え
て
い
ま
す
。
私
達
の
で
き
る

こ
と
は
、
雪
が
楽
し
い
と
か
、
織
物

を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
子
供
を
沢

山
育
て
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

牽
辛
牽
牽
牽
牽
牽
辛
牽
牽
辛
牽
牽
牽
辛
辛
牽
牽
牽
牽
牽
牽
辛
辛
辛
牽
辛
牽

そ
の
わ
か
ら
な
い
と
い
う
中
身
の
中

に
は
、
十
年
後
に
は
、
十
日
町
に
花

形
産
業
が
ぼ
っ
興
し
て
い
な
い
と
も

考
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
就
職
先
も
都
会
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
我
々
高
校
生
全
部
が
力
を
あ
わ
せ

意
識
改
革
を
し
て
も
限
界
が
あ
り
、

十
日
町
市
民
ぐ
る
み
で
そ
う
思
わ
な

い
と
変
っ
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
現
実
を
直
視
し
て雄一さん柳

　
私
は
小
・
中
学
校
時
代
に
、
雪
は
暗

く
、
陰
険
で
、
重
圧
的
な
も
の
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ふ
る
里
を

捨
て
た
原
因
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
六
年
前
に
再
び
帰
っ
て
き
た
時

に
見
た
雪
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

　
子
供
は
雪
を
ロ
マ
ン
と
し
て
と
ら

え
、
大
人
に
な
る
と
利
害
が
か
ら
み

ハ
ー
ド
な
面
で
の
不
満
が
で
て
き
ま

す
。
そ
の
中
間
層
の
高
校
生
が
ア
ン
ケ

ー
ト
の
対
象
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
人
口
が
年
々
減
少
し
、
十
年
後
、

二
十
年
後
に
若
者
が
い
な
い
町
は
、

衰
退
し
た
ま
ち
で
し
か
な
く
な
り
ま

す
。
高
校
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

実
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
事
実
を
直
視
し
て
、
そ
の
上
に

立
っ
て
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
克
雪

対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
現
時
点
で
一
つ
一
つ
実

践
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ヤ｝

㎜寵灘’

将来、道路と屋根の雪を人手を

かけなくて解消できるとしたら

●望　む………………・・…………309（85．4％）

●望まない………………・………36（9．9％）

●無関心・……………・……………17（4．7％）

未来の雪国は道路も屋根も人間

が雪掘りする姿は見当らない㌔・・

そんな光景を想像できるか？

●できる・・………………・・………・91（25．5％）

●できない……・…………・・……・・191（53．5％）

●分からない・……・・………・・……75（21．0％）

耀
．

鞘

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
青
年
会
議
所
克
雪
研
究
委
員
会

　
　
克
雪
と
い
う
全
市
民
の
課
題
に
つ

　
い
て
も
、
ハ
略
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の

均
衡
を
保
つ
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、

　
そ
れ
は
、
車
の
両
輪
の
関
係
で
も
あ

　
　
り
ま
す
。

　
青
年
会
議
所
で
は
、
市
の
長
期
的

、
、
・
展
望
か
ら
も
、
若
者
の
意
見
を
必
要

と
考
え
、
高
校
生
の
意
識
調
査
を
立

案
し
、
集
計
し
て
み
ま
し
た
。

　
　
ハ
ー
ド
面
の
除
雪
体
制
は
促
進
さ

れ
、
結
果
的
に
ソ
フ
ト
面
の
遅
れ
が

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
全
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
一
緒
に
克
雪
を
考
え

　
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鞭
　
雪
の
苦
労
は
個
々
そ
れ
ぞ
れ
で
自

繰
、
覚
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

翻
は
市
全
体
の
枠
組
の
中
で
、
都
市
計

画
的
な
見
方
や
考
え
方
が
、
市
民
一

人
一
人
に
要
求
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
六
十
八
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市

報
で
は
抜
す
い
し
て
掲
載
）
は
、
生

徒
達
が
現
況
を
よ
く
と
ら
え
、
真
剣

に
考
え
、
そ
し
て
苦
悩
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
達
が
知
り

た
か
っ
た
の
は
、
そ
の
苦
悩
の
原
因

で
し
た
。

　
歴
史
の
多
く
は
愛
と
行
動
力
あ
る

若
者
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
改
革
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
私
達
市
民
は
運
命

共
同
体
で
あ
り
、
彼
等
も
同
志
の
一

員
と
し
て
、
今
あ
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
テ
ー
マ
を
、
新
年
度
は
さ
ら

に
掘
り
さ
げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下
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中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
・
広
報
P
R
事
業

　
イ
　
　

　
十

　
率

　
十

　
＋
　
で
構
、
成
。
会
長
十
日
町
市
長
）

　
｝

　
十

　
十

　
十

　
＋
中
魚
沼
の
地
下
水
盆

　
｝
器
と
い
う
意
味
）

　
十

　
十

　
十

　
｝
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

　
十

　
十

　
十

　
率
が
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

　
十

　
＋
報
紙
に
よ
る
共
通
の
P
R
事
業

　
十

　
率

　
十

　
レ

　
「
水
は
い
の
ち
」
地
下
水
が
貴
重

で
有
限
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
を
有
効
に
使
う
か
使
わ
な
い

か
は
中
魚
沼
地
域
全
体
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
日
本
の
国
全
体
の
問
題

で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
視
点
の
中
で
、
節
水
で

き
る
も
の
は
必
ず
そ
れ
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
魚
沼
郡
地
域
の

昭
和
五
十
五
年
東
京
通
産
局
の
”
地

下
水
利
用
適
正
化
調
査
”
の
報
告
に

よ
る
と
、
当
地
域
の
一
日
の
地
下
水

　
中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
議
会
（
十
日
町

市
・
津
南
町
・
川
西
町
・
中
里
村
の
四
市
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
昭
和
五
十

五
年
度
に
行
わ
れ
た
東
京
通
産
局
の
「
中
魚
沼

地
域
地
下
水
利
用
適
正
化
調
査
」
を
基
点
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
下
水
の
入
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
の
限
ら
れ
た
水
を
、
有
効
か

つ
適
正
に
利
用
す
る
た
め
に
昭
和
五
十
七
年
三

　
地
下
水
位
観
測
や
実
態
調
査
な
ど
水
資
源
の

適
正
利
用
の
推
進
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
市
町
村
の
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
消
雪
パ

イ
プ
の
有
効
利
用
と
節
水
”
と
い
う
テ
ー
マ
で

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一十十十十十十十剃ト十十十周ト十十十十十十十十十十十一

　
　
無飛

揚
水
量
は
、
平
均
二
十
五
万
ノ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
と

ん
ど
が
冬
期
間
に
汲
み
上
げ
ら
れ
、

貴
重
な
資
源
は
、
だ
ん
だ
ん
減
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
冬
期
間
み
な
さ
ん
の
足

の
確
保
に
活
躍
す
る
消
雪
パ
イ
プ
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
つ
ぎ
の
四
つ
の

点
を
中
心
に
、
消
雪
用
水
の
節
水
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
何
気
な
し
に
使
っ
て
い
る
水

あ
な
た
は
水
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い

か
れ
な
い
の
で
す
よ
！

　
　
　
懸

鱒、
　
鑛
灘
灘

講
雛

　
灘

　
叢

　
撒

　
　
臨

　
　
　
　
護
鮒
　
灘

灘
馨
　
　
灘
　
　
轍

　
現
在
は
「
降
雪
自

　
　
　
　
ノ

動
検
知
器
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
そ
れ

が
設
置
し
て
あ
る
と

こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
雪

が
降
っ
て
い
な
い
と

き
で
も
消
雪
パ
イ
プ

を
稼
動
さ
せ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

不
必
要
な
時
に
稼
動
さ
せ
な
い
こ
と

が
、
節
水
の
第
一
条
件
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
見
か
け
た
時
は

お
互
い
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
雪
が
降
り
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
て
積
も
る
ま
で
に
は

　
　
　
　
　
　
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
状
況
を
見
て

　
　
　
　
　
　
ス
イ
ッ
チ
を
断
続
す

　
　
　
　
　
　
れ
ば
節
水
の
効
果
は

　
　
　
　
　
　
上
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
そ
の
使
用

　
　
　
　
　
　
水
量
も
、
一
本
の
井

戸
に
よ
る
揚
水
量
は
、
毎
分
○
・
五

～
○
・
八
ノ
で
、
延
長
三
百
屑
の
路

面
消
雪
が
可
能
な
の
で
す
。
（
○
・
八

ト
ン
は
、
ド
ラ
ム
缶
に
四
本
で
す
。
）

　　　Q
　　　　　O
　　　　O　　　　　　oQ
O　　　　 o
　　～　　　　○　　∂菱
　　G　oo　　　　　　　　O　潔　 OoO

　　　　　　o　　隻試／励○

饗葵＼
　　　ん／6／り’

　
十
一
月
二
十
六
日

の
初
雪
時
も
そ
う
で

し
た
が
、
消
パ
イ
の

水
を
高
く
出
し
す
ぎ

て
人
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
道
路
が
あ
り

ま
し
た
。
　
”
水
を
多

く
高
く
出
し
た
か
ら

・
雪
が
い
っ
ぱ
い
消
え
る
”
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は

高
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
水
の

も
つ
熱
カ
ロ
リ
ー
が
空
中
で
分
散
し

効
果
が
正
反
対
に
な
り
ま
す
。

，
．
槙
～
！
．
．
恩
，
　
　
、
　
　
黙

ボ
饗
象
輪

喫
眠
強
蕪

　
”
散
水
の
高
さ
を
低
く
す
る
こ
と
”

こ
れ
も
大
き
な
節
水
の
た
め
の
方
法

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
雪
パ
イ
プ
は
地

下
水
の
熱
が
雪
に
伝

わ
り
、
う
ま
く
水
と

雪
が
か
き
混
ざ
っ
て

よ
り
効
果
が
あ
る
も

の
で
す
。

　
特
に
道
路
以
外
の

消
雪
に
つ
い
て
は
、

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
で
、
雪
と
水
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る

　
　
　
　
　
　
　
新
ε

　
～

絶
、
o
。

篭
　
　
o

　
O

　
O
。

　
　
　
　
　
　
り
O

鉄
o
、
？
、

　
　
嵐
．
二
画
メ
℃

蜘
繕
繕

　
　
　
　
　
　
』
6

亡
　
　
0墨

％

方
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
ム
ダ

も
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現

況

　
消
パ
イ
が
生
ま
れ
た
の
は

昭
和
三
十
八
年
長
岡
市
の
国

道
に
布
設
さ
れ
た
の
が
始
ま

り
。
以
来
雪
国
各
地
で
普
及

し
、
冬
の
交
通
確
保
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
ノ

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
ゆ

で
す
。

　
当
地
域
内
の
深
井
戸
の
本

数
は
約
八
百
本
、
う
ち
九
十

響
が
消
雪
用
水
に
利
罵
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
克

雪
霞
取
大
の
武
器
と
い
わ
れ
た

消
パ
イ
も
水
位
低
下
に
よ
り

機
能
し
な
く
な
っ
た
の
も
出

始
め
て
い
ま
ず
。

長
所
と
短
所

　
そ
れ
で
は
消
パ
イ
の
長
所

短
所
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
，

〔
長
所
〕

臼の

機
械
除
雪
と
比
較
し
て
交

　
通
障
害
、
路
面
損
傷
な
し
。

㈲
人
聞
の
操
作
が
少
な
験
省

　
力
化
除
雪
等
。

〔
短
所
〕

魏瞬

舗
装
の
損
耗
が
大
き
い
。

③
自
動
車
に
よ
る
雪
水
の
は

　
ね
上
げ
が
通
行
者
に
か
か

　
る
¢

⑥
過
剰
用
水
で
地
下
水
障
害

　
を
起
こ
す
。

　
等
の
点
が
あ
り
ま
す
。
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、
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
毒
◆
垂
φ
垂

，継ゆψφψ◆醐◆壷◆継◆“◆覗◆“◆ψ◆ψ◆ψ◆“◆脇

は節水

　　　　　　　　　　　　に

　　　　　　　　疑　　　　　欝　　　気零

　
中
魚
沼
地
域
内
の
国
・
県
・
市
町

村
道
の
消
雪
パ
イ
プ
の
電
気
料
は
昨

冬
（
昭
和
五
十
七
年
度
）
の
決
算
実

績
か
ら
み
る
と
、
驚
く
こ
と
に
、
ひ

と
冬
で
約
九
千
五
百
万
円
も
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　
で
は
、
十
日
町
に
例
を
と
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
市
内
の
消
雪
パ
イ
プ
で
降

雪
自
動
検
知
器
の
設
置
し
て
あ
る
と

こ
ろ
と
未
設
置
の
と
こ
ろ
を
比
較
し

て
み
る
と
、
一
杯
あ
た
り
要
し
た
電

気
料
を
計
算
し
た
場
合
i
未
設
置

の
と
こ
ろ
が
七
百
二
十
五
円
、
設
置

，
睾
◆
睾
◆
睾
◆
≒
◆
も
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
≒
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
寺
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
毒
，
◆
蕊
電
，
◆
拳
◆
睾
◆
睾
◆
睾
◆
も
◆
髪

　
中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
議
会
、

十
日
町
市
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
、

十
日
町
市
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
融
消
雪
方
法
と
地
下
水
」
（
有

効
利
用
の
た
め
の
方
法
研
究
）
が
、
十

二
月
三
日
ω
午
前
九
時
か
ら
、
十
日

町
市
・
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

地
下
水
へ
の
依
存
が
大
き
な
割
合郡市内外から120名が参加

を
占
め
る
当
地
域
で
、
特
に
問
題
と

さ
れ
て
い
る
消
雪
用
水
。
地
下
水
問

題
は
、
こ
の
消
雪
用
水
の
問
題
を
避

け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

回
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

地
下
水
保
全
、
か
ん
養
と
い
う
大
き
．

な
目
的
に
お
い
て
、
た
だ
散
水
し
っ

ぱ
な
し
の
消
雪
パ
イ
プ
に
代
わ
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
六
百
十
八
円
と
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

明
ら
か
な
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
こ
の
よ
う
に
降
雪
検
知
器
に
例
を
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

と
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
節
水
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

を
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
効
果
が
あ
騨

る
か
が
お
わ
か
り
の
こ
と
と
思
い
真

す
．
　
　
　
　
　
　
　
御

　
も
ち
ろ
ん
、
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

利
用
の
み
と
い
う
の
で
は
な
く
、
地
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

下
水
の
節
水
を
す
る
こ
と
は
、
地
域
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
地
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

域
住
民
み
ん
な
で
見
つ
め
直
し
て
み
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
無
散
水
融
雪

　
シ
ス
テ
ム

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
温
水
温
度
を
四

十
度
に
高
め
、
雪
が
降
り
始
め
た
ら
、

循
環
ポ
ン
プ
を
稼
動
（
自
動
・
手
動

制
御
）
さ
せ
て
融
雪
面
に
埋
設
し
た

パ
イ
プ
に
循
環
さ
せ
て
や
り
雪
を
融

か
す
。
循
環
し
て
戻
っ
て
来
る
温
水

。llll・・rひ・lll聾5・rひDI闘11・rσ』・ll”1、ひ・1011』〈ひ』一1脚●・rひ・“』o』槽・φ』鰯トrひ・瑠トr6卜・1齢1’・◆』・II”一’rひDl響1陰睦rひ8励氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
．
毛
．
．
◆
．
邑
響
，
◆
．
．
一
冒
7
◆
．
毛
9
◆
．
．
…
，
◆
、
．
…
．
◆
毒
？
◆
毒
，
◆
蕊
冒
，
◆
‘
一
＝
．
．
◆
毒
．
．
◆
・
呂
一
一
．
◆
一
邑
甲
，
◆
毒
．
・
◆
ム
＝
．
．
◆
‘
一
一
一
．
◆
品
一
冒
．
◆
も
．
・
づ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
§
p

地盤沈下が、、，

，
誉
◆
睾
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
、

　
　
熱
交
換
方
式
・
散
水
融
雪

　
　
シ
ス
テ
ム

　
外
部
の
熱
源
を
用
い
ず
、
井
戸
水

の
も
っ
て
い
る
熱
を
最
大
限
に
利
用

す
る
方
法
。
揚
水
用
と
還
元
用
の
井

戸
二
本
が
必
要
。
揚
水
し
た
井
戸
水

を
熱
交
換
器
で
熱
を
吸
収
す
る
。
そ

の
熱
で
散
水
す
る
水
（
河
川
水
）
の

法
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
ま

た
そ
の
中
で
当
地
域
に
ど
ん
な
方
法

が
適
し
、
安
い
コ
ス
ト
で
、
よ
り
効

果
の
あ
る
水
利
用
が
可
能
で
あ
る
か

を
考
え
る
た
め
の
研
究
会
で
す
。

　
県
内
で
は
初
め
て
の
開
催
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
シ
ス
テ

ム
の
研
究
報
告
を
中
心
に
し
な
が
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
温
度
が
低
下
し
て
い
る
が
、
サ
ー

モ
ス
タ
ッ
ト
の
設
定
温
度
よ
り
低
下

す
る
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
稼
動
し
、

再
び
上
昇
す
る
。

　
熱
源
と
し
て
は
、
井
戸
水
を
使
用
。

吸
熱
後
の
井
戸
水
は
、
排
水
か
ま
た

は
地
下
に
還
元
す
る
。
補
助
的
に
散

水
し
た
り
、
他
の
場
所
に
散
水
す
る

こ
と
も
可
能
。

温
度
を
上
昇
さ
せ
て
散
水
す
る
。
地

下
水
温
は
十
二
度
前
後
で
あ
る
か
ら

熱
交
換
器
の
伝
熱
効
率
を
向
上
さ
せ

れ
ば
、
地
下
水
毎
分
五
百
撰
を
使
っ

て
同
量
の
零
度
の
河
川
水
を
八
度
以

上
に
加
温
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す

で
に
確
立
さ
れ
た
消
パ
イ
の
技
術
を

利
用
で
き
る
こ
と
と
熱
源
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
応
用
範
囲
も
広
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
地
下
水
問
題
の
中
で
一
番
む
ず
”

》
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

カ
し
し
こ
と
は
、
直
接
目
に
ふ
れ
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
で
す
。
ψ

　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
し
カ
し
　
水
位
低
下
、
枯
渇
、
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

そ
し
て
地
盤
沈
下
と
い
っ
た
障
害
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

は
、
当
地
域
全
体
の
問
題
と
な
り
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

ま
す
。
現
在
、
地
盤
沈
下
は
、
当
榊

地
域
に
は
、
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
御

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
こ
れ
が
起
き
て
か
ら
で
は
、
地
引

下
水
対
策
は
も
う
遅
い
の
で
す
。
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

無
散
水
シ
ス
テ
ム

　
舗
装
体
の
中
に
放
熱
管
を
埋
設
し

こ
の
中
に
地
下
水
を
送
っ
て
、
地
下

水
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く

路
面
に
伝
え
、
積
も
っ
た
雪
や
車
道

か
ら
除
雪
さ
れ
た
堆
雪
を
融
か
し
、

同
時
に
路
面
の
凍
結
も
防
ぐ
消
雪
方

法
。揚

水
用
と
還
元
用
の
井
戸
二
本
を
使

い
、
夏
は
地
下
水
を
逆
循
環
さ
せ
て

畜
熱
の
機
能
も
可
能
。

　
熱
だ
け
を
路
面
に
伝
え
て
雪
を
融

か
し
、
温
度
の
下
が
つ
た
地
下
水
は

外
気
に
触
れ
る
、
こ
と
な
く
注
入
井

（
還
元
井
）
よ
り
地
下
に
再
び
戻
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
　
温
水
循
環
に
よ
る

　
　
　
　
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ン
グ

　
舗
装
路
盤
に
タ
フ
コ
ン
パ
イ
プ
（
特

殊
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
使
用
）
と
い
う
放

熱
管
の
配
管
に
よ
る
温
水
循
環
シ
ス

テ
ム
。
伝
熱
に
よ
り
路
面
を
昇
温
さ

せ
融
雪
す
る
。
熱
交
換
器
に
蒸
気
や

温
水
ボ
イ
ラ
ー
を
用
い
循
環
す
る
。

温
水
に
は
専
用
液
を
上
水
で
薄
め
た

も
の
を
使
う
。
ま
た
パ
イ
プ
も
柔
軟

性
が
あ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
床
な
ど
材
質
を
選
ば
な

い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
さ
、
融

雪
能
力
の
高
い
点
か
ら
、
高
速
道
路

料
金
所
や
駐
車
場
等
に
布
設
さ
れ
て

い
る
例
も
あ
る
。

　
以
上
四
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
研
究
報

告
が
あ
り
、
続
い
て
、
野
原
以
左
武

さ
ん
（
長
岡
雪
害
実
験
研
究
所
第
三

室
長
）
の
研
究
報
告
の
ま
と
め
と
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
質
疑

応
答
に
は
、
や
は
り
コ
ス
ト
の
問
題
、

当
地
域
に
照
ら
し
合
わ
し
た
時
の
各

シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
等
の
問
題
、
還
元
に
よ
る
水
質
汚

濁
の
問
題
等
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

丁
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●

体
，

．．熱
塗　　　　　■　　　　　」　　　　　1　　噂■　　　　　　　　　　

　　　　　ロ気力瓢葬
、．・繭晒雛

い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ス
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
咋
冬
は
最
高
積

雪
が
二
m
二
十
九
㎝
と
平
年
よ
り
や
や
少
な
い
状
況
で
し
た
が
．
今
冬
も
安

心
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
あ
の
凄
ま
じ
か
っ
た
五
六
豪
雪
級
の
冬

が
い
つ
ま
た
や
つ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

　
い
か
な
る
豪
雪
に
も
対
応
す
る
た
め
に
￥
市
で
は
．
各
行
政
機
関
を
は
じ

め
￥
運
輸
・
通
信
⊥
父
通
・
医
療
な
ど
の
機
関
と
連
携
を
と
り
あ
っ
て
体
制

を
整
え
て
お
り
￥
山
間
地
の
生
活
環
境
維
持
の
役
割
を
担
う
冬
期
集
落
保
安

要
員
も
配
置
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
．
道
路
交
通
確
保
ひ
と
つ
と
っ
て
も
￥

駐
車
違
反
．
屋
根
雪
の
無
秩
序
な
道
路
へ
の
な
げ
す
て
な
ど
の
問
題
が
あ
り
￥

市
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
雪
に
た
ち
向
い
た
い
も

の
で
す
。
各
種
対
策
へ
の
参
加
￥
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
布
で
絃
市
役
所
内
縫
雪

置
害
蘂
棄
開
繋
蕊
、

設
享
．
森
的
議
霧

を
を
迎
え
雪
に
関
す
る
全
で

室
の
賎
鋳
怨
享
の

策
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

対
翻
翻
額
藷
畷

害
霧
轟
西
一
）
圭

雪
月
幸
最
鷺
変
議

　
　
室
（
内
線
二
三
三
）
蕉
。

市
道
嬢
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
常
時
二
車
線
以

上
の
確
保
を
目
標
に
し
て
い
る
第
一

種
除
雪
路
線
は
、
塚
原
線
、
明
石
町

一
・
三
号
線
、
桔
梗
原
線
、
大
黒
沢

新
宮
線
、
土
市
新
宮
線
が
加
え
ら
れ
、

十
三
路
線
十
一
・
三
三
㎞
◎
一
車
線

以
上
の
確
保
を
目
標
に
し
て
い
る
第

二
種
路
線
は
六
十
一
路
線
四
十
・
三

四
㎞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
消
雪
パ

イ
プ
路
線
、
流
雪
溝
路
線
や
委
託
・

雪
割
・
圧
雪
除
雪
路
線
を
加
え
る
と

二
百
五
十
二
・
六
四
㎞
に
な
り
、
こ

れ
は
全
市
道
の
約
六
十
％
に
あ
た
り
、

前
年
度
よ
り
七
・
八
㎞
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。国

県
遺
の
除
雪

　
国
県
道
の
除
雪
は
、
市
内
で
一
般

国
道
四
十
七
・
五
㎞
、
主
要
地
方
道

三
十
三
・
三
㎞
、
一
般
県
道
三
十
七
・

六
㎞
で
、
あ
わ
せ
る
と
百
十
八
・
四

雪
水
の
ぽ
懲
灘
げ
に

　
　
細
心
の
注
慧
を

　
　
雪
処
理
条
例
驚
も
蓬
意
を
呼

　
び
か
韓
《
い
ま
す
が
、
消
雪
路

　
線
の
延
長
縷
よ
φ
《
、
車
の
雪

　
水
は
ね
あ
げ
で
多
く
の
披
警
が

　
で
て
い
ま
す
。
ド
疑
イ
バ
ー
億

　
歩
行
者
の
身
に
な
っ
《
、
ス
ビ

　
ー
拭
を
落
と
し
細
心
の
淫
意
を

　
払
愈
《
運
転
紅
て
蘂
耀
惑
験
．

！

㎞
に
な
り
、
新
た
に
城
内
焼
野
線
が

加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
の
事
故
儀
灘
慧
〃
”

　
雪
の
多
い
少
な
い
に
関
係
な
く
、

雪
国
に
は
、
雪
に
関
す
る
事
故
の
危

険
が
い
つ
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
時
の
事
故
防
止
…
…
ロ
ー
タ

リ
ー
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
除
雪

作
業
に
は
、
常
に
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
雪
お
ろ
し
の
転
落
事
故
防
止
…
健

康
状
態
、
服
装
な
ど
に
ご
注
意
を
。

　
流
雪
溝
転
落
事
故
防
止
…
…
危
険

カ
所
の
総
点
検
を
地
域
全
体
の
運
動

と
し
て
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
逡
数
を

　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止

　
年
末
年
始
は
忘
年
会
・
新
年
会
な

ど
で
飲
酒
の
機
会
が
多
い
シ
ー
ズ
ン

の
た
め
、
飲
酒
に
起
因
す
る
交
通
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
と
し
も
そ

の
傾
向
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

ジヤルコ進出に仮調印
　市では企業誘致について、㈱ジャルコ（本

社東京都、電子関係部品製造の専門企業）と

接渉を続けてきましたが、十日町市への進出

が正式に決まり、11月24日、市長立合いのも

と、工場売買仮契約がかわされました。

　十日町工場は、飯林織物明石工場（敷地約

1万2千3百m2）を買いとり、施設改造を行

って来年6月操業開始の予定で、300人規模を

雇用する計画になっています。

　
家
庭
、
会
社
、
事
業
所
、
地
域
な

ど
で
自
主
活
動
を
展
開
し
、
運
転
者

に
対
し
て
追
放
意
識
を
高
め
る
な
ど

市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
今
月
十
一
日
か
ら
一
月
十

日
ま
で
”
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
”

を
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〔
運
動
の
重
点
〕

o
飲
酒
運
転
の
防
止

o
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

o
踏
切
事
故
の
防
止

o
歩
行
者
の
事
故
防
止
、
路
上
駐
車

の
排
除

　
　
年

況
5
7

状
ー

生
ー

発故事通交の中月11

　　　　　　　　　　　　　大⑫

　　　　　　　　　　　　　里㊥

　　　1纏鱒麟懸袋㊨

鑑1幽、鑑幽螺鱈

醤　酸，、遡・圏呂

　昭和49年に県代行道路（市道を市に替わっ

て県が整備する道路）として着工した市道大

黒沢新宮線は、このほど新羽根川橋と取付道

路の改良舗装工事完成によって全線が竣工し

11月28日、小黒沢地内で開通式が行われまし

た。ルートは、一般県道姿土市（停）線の老

人ホーム妻有荘前から、塚原町で国道253号線

に接する延長2，940m（車道5．5m、橋梁5）

の道路で、総事業費は約6億2千万円です。

同道路の開通によって、国道117号線の交通量

が緩和され、通勤・通学等時間短縮につなが

るものと見込まれています。

仮
調
印
す
る
山
川
ヤ
ス
子
社
長
（
写
真
右
）

発生件数 死者数 傷者数

十日町市 8（14〉 0（0） 9（1り

川西町 1（3） 1（0） O（3）

津南町 7（6） 1（0） 11（7）

中里村 1（1） O（O） 1（1〉

郡市計 17（2の 2（0） 21（2⑤

累　　計 170G48） 8（4） 202q74）

チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
を

　
　
交
通
遺
児
基
金
に
寄
付

　吉田地区交通安全自治会と十日

町地区交通安全協会吉田支部では

「吉田地区交通安全チャリティ芸

能大会」での不用品即売の売上金

などの収益10万円を、市交通遺児

等援助基金に寄付しました。



昭和58年12月10日とδ暖ガ誹3’（9）

基
準
日

登
録
日
〉

　は
12月2日

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日
、

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、

十
二
月
二
日
現
在
で
、
十
二
月
二
日

に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に

選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
選
挙

人
名
簿
の
登
録
資
格
は
、
昭
和
三
十

八
年
十
二
月
十
九
日
以
前
に
出
生
し

た
人
ゆ
住
所
要
件
は
昭
和
五
十
八
年

九
月
二
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ

れ
た
人
、
ま
た
は
、
転
入
届
を
し
た

人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

衆
議
醗
勤
投
票

　
　
翻
羅
繋
繕

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

と
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
用
紙
を
同
時
に
渡
し
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
は
「
白

地
に
赤
刷
り
」
で
す
。
投
票
用
紙
に

投
票
し
よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名

を
ひ
と
り
だ
け
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
最
高
裁
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
は

「
白
地
に
黒
刷
り
」
で
す
。
裁
判
官

の
氏
名
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の
氏
名
の
上

に
×
印
を
t
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

に
灘

5贋！
｝
≦

鴨
選
参

〆

＝二」砺

不
藻
曙
　
鍛
酉
諮

　
の
驚
き
萎
期
間

　
投
票
日
の
当
日
に
、
旅
行
や
そ
の

他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
自
ら
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
十
二
月
三

日
か
ら
、
国
民
審
査
は
十
二
月
十
日

か
ら
投
票
の
前
日
の
十
二
月
十
七
日

ま
で
の
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。

　
場
所
は
、
市
役
所
二
階
の
選
挙
事

務
室
で
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
な
ど
、
勤
務
の
都
合
で
市

外
に
居
住
し
て
い
る
人
の
不
在
者
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

票
は
、
公
示
の
日
か
ら
投
票
日
ま
で

期
間
が
短
か
い
の
で
お
早
目
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
不
在
者
投
票
の

方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
、
家
族
の
人
、
ま
た
は
代
理
人
が

十
日
町
市
の
選
管
か
ら
不
在
者
投
票

用
紙
等
交
付
請
求
書
の
用
紙
を
も
ら

い
、
出
稼
ぎ
先
の
本
人
に
送
り
ま
す
。

ω
本
人
は
、
そ
の
請
求
書
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
、
十
日
町
市
選
管
に

送
り
ま
す
（
投
票
用
紙
の
請
求
）

口
選
管
が
、
そ
の
請
求
書
に
よ
り
「
投

票
用
紙
」
　
「
不
在
者
投
票
用
封
筒
」

「
証
明
書
」
を
本
人
に
送
り
ま
す
。

四
本
人
は
、
「
証
明
書
」
を
開
封
し
な

い
で
「
投
票
用
紙
」
と
と
も
に
、
そ

の
居
住
地
の
市
町
村
の
選
管
に
い
っ

て
投
票
を
し
ま
す
。

㈲
居
住
地
の
選
管
か
ら
、
十
日
町
市

の
選
管
に
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。

馨鐙代
理
投
嚢
も

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
、
候
補
者
の
名
前
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
代
理
投
票
を
す
る
人
は
、
選
挙
の

当
日
に
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補
助
者
が

決
め
ら
れ
、
一
人
が
お
聞
き
し
た
候

補
者
の
名
前
を
代
筆
し
、
他
の
一
人

が
立
ち
会
っ
て
確
認
し
、
代
理
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
補
助
者
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。　

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
。
繰
上
げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時

間
内
に
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
、
十
二
月
十
日
す
ぎ
に
お
届
け
し

ま
す
。
投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）

に
行
く
と
き
は
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い

か
た
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
の
届
か
な
い

か
た
は
選
挙
事
務
室
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

重
度
身
障
者
の
皆
さ
ん

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た

は
、
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

対
象
の
範
囲

　
　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き

　
る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
、
②
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
人
で
、
障
害
の
程
度
の
明
記
は

な
い
が
、
別
表
に
掲
げ
る
障
害
と
同

程
度
で
知
事
か
ら
書
面
で
証
明
さ
れ

　
て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書

（
選
管
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必

ず
本
人
が
書
い
て
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
四
年
間
有
効
で
す
）
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コ
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酬
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ゆ

㎜
　
目
の
不
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か
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は
点
字
に
よ
㎜

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

㎜
っ
て
投
票
す
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投
票
日
前
四
日
ま
で
に

　
選
挙
の
投
票
日
四
日
前
ま
で
（
十

二
月
十
四
日
）
に
、
こ
の
証
明
書
を

提
示
し
、
請
求
い
た
だ
け
ば
投
票
用

紙
、
封
筒
を
お
送
り
し
ま
す
。

投
票
の
方
法
は

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
必

ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票
用
封

筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の
表
面

に
今
い
る
場
所
、
年
月
日
、
氏
名
を

記
入
し
、
こ
の
封
筒
を
他
の
適
当
な

封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票
用
紙

在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

障害の範囲 障　害　の　程　度

●身体障害者手帳を

お持ちの人で一

●知事が証明した人

欝雛＞羅しくはである者，

蕪毒＞澱もしくは騰美

障害の程度が上記に該当する人

●戦傷病者手帳をお

　持ちの人で…・

●知事が証明した人

麟雛＞禦雛から薯1灘
礫騒＞葉雛から薯美れてい
呼吸器障害
障害の程度が上記に該当する人

　皿「丁一
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交換留学生モニーク

翫”

1年のあしあと

「
違
う
文
化
に

　
　
　
ふ
れ
て
み
た
い
」

　
　
　
初
め
て
モ
ニ
ー
ク
を
見
た
と

き
の
印
象
は
。

金
沢
　
最
初
写
真
を
見
せ
ら
れ
て
、

ひ
ど
い
人
だ
な
あ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

関
口
　
写
真
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
、
頭
の
上
半
分
が
欠
け
て

い
て
髪
の
毛
が
あ
る
か
ど
う
か
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
　
　
十
日
町
に
来
る
き
っ
か
け
は
。

モ
ニ
ー
ク
　
私
、
本
当
は
西
ド
イ
ツ

に
行
き
た
か
っ
た
。
で
も
ダ
メ
に
な

っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
南
ア
フ
リ
カ

と
日
本
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
日
本
を
選
び
ま
し
た
。
十
日

町
と
い
う
の
は
ロ
ー
タ
リ
ー
タ
ラ
ブ

　
モ
ニ
ー
ク
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
イ
マ
ー
さ
ん
（
1
8
歳
）
．

街
角
で
彼
女
を
見
か
け
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
百
七
十
㎝
を
超
す
身
長
と
肩
に
か

か
る
ブ
ロ
ン
ド
…
…
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
交
換
留

学
生
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
や
つ
て
来
た
彼

女
は
￥
十
日
町
で
生
活
を
始
め
て
￥
間
も
な
く
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
彼
女
に
と
っ
て
こ
の
一
年

．
は
ど
ん
な
年
だ
つ
た
の
で
し
よ
う
。
彼
女
の
目
に
十
日

町
は
ど
う
映
つ
た
の
で
し
よ
う
。
担
任
の
関
□
和
夫
先

生
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
金
沢
祥
三
君
￥
金
子
智
恵
子
さ

ん
を
交
え
モ
ニ
ー
ク
に
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
新
年
早
々
の
一
月
十
四
日
．
モ
ニ
ー
ク
さ
ん
は
こ
の

第
二
の
故
郷
を
あ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
決
め
た
ん
で
す
。
な
ぜ
日
本
を
選

ん
だ
か
と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

ア
メ
リ
ヵ
と
全
然
違
う
ん
で
す
ね
。

文
化
や
言
葉
が
。
私
そ
れ
を
経
験
し

た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
抱
い
て
い
た
日
本
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

モ
ニ
ー
ク
　
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
と

違
っ
て
い
た
の
は
、
日
本
と
い
う
と

東
京
と
か
大
阪
み
た
い
に
大
き
な
街

ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
十
日
町
に
来
て
田
ん
ぼ
や
畑
が
多

い
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
で
も

お
も
し
ろ
い
日
本
の
文
化
、
例
え
ば

家
に
入
る
時
靴
を
脱
ぐ
と
か
、
握
手

で
な
く
お
じ
ぎ
を
す
る
な
ん
か
は
考

え
て
い
た
と
お
り
で
し
た
。
小
学
生

の
頃
は
少
し
日
本
の
事
を
勉
強
し
た

ん
だ
け
れ
ど
、
も
う
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
っ
さ
に
出
た

　
　
「
か
ん
べ
ん
ね
」

　
　
　
ふ
だ
ん
の
モ
ニ
ー
ク
に
つ
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

金
沢
　
い
つ
も
日
本
語
に
接
し
て
い

る
せ
い
か
、
覚
え
が
と
っ
て
も
早
い

で
す
。
モ
ニ
ー
ク
か
ら
英
語
を
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
は
な
い
け
ど
、
俺

も
英
語
を
勉
強
し
な
く
た
っ
て
外
国

で
暮
ら
せ
ば
覚
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。

金
子
．
初
め
の
頃
は
彼
女
、
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
な
く
て

ず
い
ぷ
ん
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
表
面
的
な
こ
と
は
と
も
か

く
、
内
面
的
な
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
だ
ん
だ
ん

う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
モ
ニ
ー
ク
す
ご
く
ノ
リ

や
す
い
性
格
だ
か
ら
、
方
言
や
テ
レ

ビ
で
は
や
っ
て
い
る
言
葉
な
ん
か
す

ぐ
覚
え
ま
す
ね
。

関
ロ
　
南
陵
祭
（
文
化
祭
）
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
に
飛
び
入
り
し
た
ん
で
す

よ
。
　
“
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
”
を
歌

っ
て
特
別
賞
を
受
賞
。
も
っ
と
も
ひ

と
り
で
外
国
に
来
る
に
は
、
あ
る
程

度
の
活
発
さ
は
必
要
で
す
け
ど
ね
。

　
と
に
か
く
何
事
に
対
し
て
も
熱
心

で
す
。
そ
れ
に
た
い
へ
ん
真
面
目
だ

と
い
う
こ
と
が
彼
女
の
力
を
伸
ば
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
生
徒

と
比
べ
て
も
、
よ
り
素
直
で
頑
張
り

屋
で
す
ね
。

　
　
　
授
業
の
方
法
は
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モ
ニ
ー
ク
　
一
週
間
に
十
六
時
間
、

日
本
語
（
特
別
授
業
）
、
英
語
、
体

育
、
家
庭
科
、
書
道
を
中
心
に
や
っ

て
い
ま
す
。
た
ま
に
国
語
と
か
数
学

に
も
出
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
た
い

へ
ん
で
す
ね
。
日
本
語
の
授
業
と
い

う
の
は
先
生
と
一
対
一
で
教
科
書
を

使
っ
て
行
い
ま
す
。
今
二
冊
終
わ
り

三
冊
目
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
　
　
学
校
内
外
で
の
お
も
し
ろ
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
ら

関
ロ
　
一
番
心
配
し
て
い
た
の
は
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
ら
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
い
つ
だ
っ
た
か
廊

下
で
若
い
数
学
の
先
生
と
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
む
し
ろ
先
生
の
方
が
一
瞬
な
ん

と
言
っ
て
い
い
か
と
ま
ど
っ
た
ん
だ

そ
う
で
す
が
、
す
か
さ
ず
モ
ニ
ー
ク

が
「
か
ん
べ
ん
ね
」
と
言
っ
た
そ
う

で
す
。
と
っ
さ
の
場
合
日
本
語
が
出

る
と
こ
ろ
を
み
て
、
我
々
も
安
心
し

た
ん
で
す
よ
。

モ
ニ
ー
ク
　
私
の
お
兄
さ
ん
の
結
婚

式
が
あ
っ
た
時
、
出
ら
れ
な
く
て
ち

ょ
っ
と
だ
け
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
夏
休
み
が
と
っ
て

も
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
．
九
月
の
初
め
、

あ
ー
、
ま
た
学
校
か
と
思
い
少
し
い

や
だ
っ
た
。
で
も
も
う
だ
い
じ
よ
う

ぶ
で
す
。

金
子
　
初
め
て
私
の
家
に
遊
び
に
来

た
時
、
他
に
も
何
人
か
い
て
皆
で
お

好
み
焼
を
作
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

モ
ニ
ー
ク
が
割
箸
を
使
っ
て
お
好
み

焼
を
取
ろ
う
と
し
た
ら
、
箸
の
方
が

バ
キ
ッ
と
折
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

モ
ニ
ー
ク
　
あ
れ
は
お
好
み
焼
が
固

か
っ
た
か
ら
。

関
口
　
先
日
京
都
へ
行
っ
た
ん
で
す

よ
。
か
な
り
日
本
語
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
か
ら
イ
タ
ズ
ラ
し
た
ら

し
い
ん
だ
な
あ
。

モ
ニ
ー
ク
　
修
学
旅
行
の
高
校
生
に

「
一
緒
に
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
」

と
英
語
で
誘
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
英
語

で
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、

「
ア
ン
タ
英
語
上
手
ネ
」
と
日
本
語

で
言
っ
た
ん
で
す
。
北
海
道
の
学
生

　
　
　
　
心

に
は
、

「
お
ま
え
日
本
語
バ
リ
バ
リ
だ
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
皆
が

「
ハ
ロ
ー
ハ
ロ
ー
」
と
言
う
の
で
、

「
バ
イ
ナ
ラ
」
と
私
が
答
え
た
ら
不

思
議
そ
う
な
顔
し
て
た
。

　
二
温
薯
夢
－
多
ン
ド
と

　
　
　
繋
日
町
遷

　
　
　
故
郷
の
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

モ
ニ
ー
ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

北
島
、
オ
ハ
ウ
ポ
ウ
と
い
う
人
口
八

百
人
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
村
で
す
。
牧

場
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
私
も
自
分
の

馬
を
持
っ
て
い
ま
す
。
兄
弟
姉
妹
全

部
で
十
人
、
上
か
ら
七
番
目
で
す
。

　
　
　
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
つ
い
て

モ
ニ
ー
ク
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

南
島
は
よ
く
雪
が
降
り
ま
す
が
、
北

島
は
山
の
上
だ
け
で
す
。
雪
を
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
雪
の
中
で
生

活
す
る
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め

て
で
す
。
雪
は
大
好
き
。
で
も
一
年

だ
け
だ
っ
た
か
ら
好
き
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
き
も
の
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
彼

女
が
滞
在
し
た
家
）
の
お
兄
さ
ん
が

結
婚
す
る
と
き
着
ま
し
た
。
私
そ
の

時
、
ち
ょ
っ
と
食
べ
す
ぎ
て
き
も
の

が
と
っ
て
も
き
つ
か
っ
た
。
そ
れ
か

ら
足
に
合
う
足
袋
を
捜
す
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。

　
十
日
町
で
食
べ
る
お
米
は
た
い
へ

ん
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
。
旅
行
な

ど
で
出
か
け
て
い
っ
て
食
べ
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
お
い
し

く
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
も
お
米
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
十
日
町
の
人
は
ど
う
で
す
か

モ
ニ
ー
ク
　
と
て
も
親
切
で
す
。
子

供
た
ち
も
親
し
み
や
す
い
し
、
そ
れ

か
ら
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
が
り
屋
さ

ん
で
す
ね
。
で
も
特
に
十
日
町
の
人

が
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
人

皆
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
十
日
町
の

人
は
ご
く
普
通
の
日
本
人
。

　
　
　
ど
ん
な
日
本
独
特
の
も
の
に

挑
戦
し
ま
し
た
か
。

モ
ニ
ー
ク
　
華
道
、
茶
道
、
琴
、
空

手
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。
一
番
お
も

し
ろ
い
の
は
華
道
で
す
。
最
初
は
茶

道
が
好
き
で
華
道
は
全
然
わ
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
最
近
少
し
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
空
手
は
始

め
た
頃
好
き
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
き

つ
く
て
や
め
ま
し
た
。
琴
は
始
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
サ
の

ば
か
り
で
す
。

　
　
　
日
本
人
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
の
理
解
度
は
ど
う
で
し

よ
う
。

モ
ニ
ー
ク
　
皆
が
「
あ
、
羊
の
国
」

と
い
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
キ
イ
ウ
ィ

と
ク
ッ
ク
山
も
知
っ
て
い
る
み
た
い
。

そ
う
い
う
有
名
な
も
の
は
知
っ
て
い

る
け
ど
、
普
通
の
事
は
わ
か
ら
な
い

よ
う
で
す
。
だ
れ
か
私
に
「
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ど
ん
な
言
葉
を
使

っ
て
い
る
の
」
と
聞
い
た
人
が
い
ま

し
た
。
驚
き
ま
し
た
。

「
十
日
町
、
私
に
と
つ
て
は
大
き
な
街
し

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
っ

て
村
の
人
に
ど
う
十
日
町
を
伝
え
ま

す
か

モ
ニ
ー
ク
　
ま
ず
最
初
に
雪
と
き
も

の
の
こ
と
を
話
す
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
こ
う
言
い
ま
す
。

「
十
日
町
は
日
本
の
田
舎
、
ず
い
ぶ

ん
小
さ
な
街
で
す
。
で
も
私
に
と
っ

て
は
大
き
な
街
で
し
た
」

　
　
　
モ
ニ
ー
ク
に
さ
よ
な
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ら
ひ
と
言
ず
つ
、

ま
た
モ
ニ
ー
ク
か
ら
も
お
願
い
し
ま

す
。

金
沢
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
、
帰
る
ま
で
に
必
ず

ク
ラ
ス
全
員
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て

い
っ
て
欲
し
い
な
。

モ
ニ
ー
ク
　
顔
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
ま

し
た
が
、
時
々
名
前
が
出
て
こ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

金
子
　
私
の
ク
ラ
ス
は
他
と
比
べ
て

そ
れ
ほ
ど
社
交
的
で
な
か
っ
た
の
で

そ
の
点
モ
ニ
ー
ク
は
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
本
ま
で
ひ

と
り
で
来
た
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
い
つ
ま
で
も
失
わ
ず
に
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

関
口
　
新
し
い
環
境
の
中
に
自
分
を

置
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
目
に
見
え
て
残
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
日
本
で
生
活
を

し
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
モ
ニ
ー
ク
だ
け
で
な

く
、
一
緒
に
過
ご
し
た
我
々
の
，
側
に

も
言
え
る
こ
と
で
す
。
お
互
い
に
一

生
の
宝
物
と
な
る
で
し
ょ
う
。

モ
ニ
ー
ク
　
私
、
た
く
さ
ん
新
し
い

こ
と
習
い
ま
し
た
。
み
ん
な
た
い
へ

ん
親
切
で
し
た
。
こ
の
一
年
間
は
私

に
と
っ
て
大
切
な
経
験
と
な
る
で
し

ょ
う
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

　
あ
る
意
味
で
言
葉
は
、
最
も
デ
リ

ケ
ー
ト
な
情
報
伝
達
の
手
段
と
い
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
語

は
地
球
上
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の

中
で
も
難
し
い
部
類
に
入
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
ー
ク
の
場
合
、
た
い
へ
ん
上

手
に
日
本
語
を
使
い
こ
な
し
ま
す
。

た
ど
た
ど
し
い
と
い
う
言
葉
は
当
て

は
ま
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
の
素
養

は
あ
る
に
せ
よ
、
わ
ず
か
一
年
と
い

う
期
間
で
の
成
果
と
し
て
は
、
物
事

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ゆ
く
精
神
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
え
た
結
果
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

▲　（右から）モニークさん、金沢君、関口先生、金子さん
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▲日本語での演説も

　堂に入ったもの
　（大和町で）

θ　
θ

▲京都平安神社で、七五三の頃…

やっぱり女の子、夢みるものはひとつ

片
／
汚

騨罫　　ト

▼短期留学生のために通訳をかってでました
i灘鵜麟灘欝鞘灘難一驚

箋
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▲ホストフ、アミリーと、私のバースデイパーティ

▼順位は聞かないでえ～（マラソン大会）

》
ち
ょ
っ
と
大
き
め
な
お
ひ
な
さ
ま

〈
日
本
の
文
化
に
ふ
れ
た
ひ
と
と
き

▲日本語の授業は1対1で

F
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写真・構成

庭野泰明（広報協力員）

　
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
頃
、
こ
こ
魚
沼
酒
造
㈱
（
中
条
八
幡
．
山
口

秀
雄
社
長
）
で
は
、
こ
の
気
候
を
利
用
し
て
新
酒
造
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
沼
酒
造
は
、
市
内
で
は
唯
一
の
酒
造
元
で
、
仕
込
み
は
十
一
月
中
旬
か
ら

四
月
に
か
け
て
約
十
一
万
尼
の
清
酒
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
早
朝
六
時
か
ら
作
業
開
始
。
社
長
に
息
子
さ
ん
二
人
、
従
業
員
四
人
、
計
七

人
の
陣
容
で
、
麹
だ
し
、
蒸
し
、
も
ろ
み
づ
く
り
な
ど
一
連
の
仕
込
み
作
業
は

快
ピ
ツ
チ
に
進
み
、
室
内
に
は
ほ
の
か
に
新
酒
の
か
お
り
。

　
二
月
の
雪
ま
つ
り
の
頃
、
第
一
番
の
清
酒
が
で
き
、
街
に
送
り
だ
さ
れ
ま
す
。

難嚢

▲蒸しあがった米は、麹づくり用ともろみ用に分けられる

楷棒で調和させる　　　　　　　　　　▲仕込んだも

・《蒸米をもろみタンクに運ぶ



▲奥は仕込水貯蔵タンク、手前には貯蔵原酒タンクがならぶ

▲せいろから蒸しあがった米をとりだす（蒸米一1回9俵分）

過魎シ函適涌過麺過酒遣フシ珀過酒麺繭麺洒渤過麺通過麺麺通過ヨ郵過効

馨謎　
　
　
　
9
9

マ
劇

麟

辮

▲もろみタンクに麹、蒸米、酒母、水を加えて仕込む

　　　　　麗灘、

▲蒸米を冷しながら、かくはんする

▲精白米は水に十分浸された後、蒸しにまわされる

　　　日本酒製造の工程

酒造米

白
米

蒸
し

種
麹
）
｛
蒸
米

麹

水
　　　仕込水

麟　　　　酒
　　　　母

酒 ぴ
ん
詰

（調
ブ
レ
ン
ド
ム
）
口

（
原
貯
）
酒
蔵

火
入

懇
＿
ノ
酉

酉
白

、
ン
虚
不

も
ろ
み

製．．叢

上
槽
（
圧
搾
）

炉
過

’「 『
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く中条・桂スキー場〉
コースを新しく整備し、・一プ塔も設

置されています。（面積、約10，200m2）

〔交　通〕中条駅から東側へ徒歩15分

〔コース〕初級・中級用

〔施　設〕・一フ。塔2基

　　　（土・日・祭日運転〉

　　　1日券…大・小人とも800円　　　　　　　　　ン縫酵灘…．
〔照会先〕魚沼酒造㈱（費5H・17番）雛欝難轟．、．．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ヤ　　ヂ　　ロ　し　　　　スキー場（盈57－3481番）　難一襯　．　　　一欝＿＿．

　　　　〈下条・中峰スキー場〉

たいいく
e
ス
ポ ーツコ鱗歩7
●広げよう…市民のなかにスポーツの輪を
　　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を①

　　　　参
嚇＾・

　』箒

家族みんなで楽しめるファミリー向き

のスキー場です。（面積、約27，400㎡）

〔交通〕下条駅から東側へ徒歩15分

〔コース〕初級・中級・上級用

〔施設〕ロープ塔3基（土・日・祭日運転）

　　　1日券…大人1，000円小人800円
畑
嚇
灘
嚢
　

〔照会先〕山田武夫（奮55－2317番）

　　　　　　　スキー場（台55－2811番）

　輔灘　〔その他〕貸スキー・売店など有

〈十日町市民スキー場〉

眼下に魚沼、頸城連山を望める風光明

媚なスキー場です。（面積、約90，000㎡）

〔交　通〕十日町駅からバスで10分

〔コース〕初級・中級・上級用

〔施　設〕リフト1基（360m）

　　　　1回110円・15回1，500円

〔照会先〕体育課（盈57－3111番）

　　　　十目町スキーリフト会社

〔その他〕貸スキー、ジャンプ台有
．織網

●体育課857－3111番（内線326）●市民体育館857－5208番

G蔓）②（諏…）襲を）○藤o口

　　　　　　　　　　　　　　の　　ら　　の　　む雛類驚懸。縷墨懸叢．鵜まっ達1分闇議ぽ一つ慧竃みま懸滋瀞。

　　　　　蒙⑳額饗遊麓塗嬢ら蓬鑑嶽運動を

奮．　

倉家族で、カくらべ

奮篠らめっこしながらバランスを

　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　も、
播

　騰
　　　　　　　麓にまる
　　　　　　　糞難纈ン驚

〃
　》

　、、

　ノ
　ノ

噛
、

誉叢太驚力を轡熱懸転ばぬ象毒に

◆ジュニアのための体育スポーツ教室1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
　青少年の体力づくり、競技力の向上をねらって、次のスポ

ーツ教室が開催されています。積極的に参加しましょう。

　●ジュニアクロスカントリースキー教室●ジュニアサッカー教室

　●ジュニアテニス教室●柔道・剣道・空手教室（武道館）

学樫体育施設

、利用上の注i惹、

～ちょぴっとのこころづかい

　みんなの喜び・楽しいスポーツ～

6
9
・
6
9
・
6
9
・
6
9
・
6
9
・
6
9
・
6
9
・
6
？
6
9
・
6
？
6
つ

　後期（12月～3月）の学校体育施設

開放事業がはじまっています。寒くな

り、暖房が欲しくなるにしたがい、外

に出なくなります。こんな時こそ、身

近かな地域の体育施設の有効活用によ

り、快よい汗を流しましょう。

廃材・異臭物の

●火の用心

●用具の整理整頓、清掃の

徹底、ゴミの持帰｝）

●利用者（10名以上）の確

保と節電

●使用日誌の毎回記入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り不法投棄はやめましょつ
　最近、市有地、市営施設への不法投棄などの問題

がおきています。市民みんなの財産は、みんなで大

切に長く・美しく使用したいものです。例えば・…

●水道蛇口の解放、流しっぱなし

新雪

ジョギング6

マラソン大会3

●便所の鏡の持ちかえり

●市民スキー場内の廃材、異臭物投棄

●外灯、施設窓の投石による破損

●空かん、紙くず、異物の投棄

●グラウンドヘの自動車、自転車、バ

　イクの乗入れ

私たちのクラブ員は

60歳以上。昨年から

活動をはじめました。

内容は1週間に1回、

＄2時間くらいのだれにでもできる軽スポーツです。さわやか
ウ

？な汗をかき、精神的ストレスも解消されます。
む

3　健康なかたならだれでも気軽においでください。
91

8■とき　毎週水曜日午後1：30～3：30

＄■場所　市民体育館
＄

＄
＄
零

ウ

6　西小学校の学校開放による体育指導委員会のスポーツ教室

？からできたグループで、バドミントン、卓球を主に行ってい
6

12月15日休》6
　　　　　　9

申込締切り2ます．夫婦で参加している方もたくさんおり、にぎゃかに楽

　　　　　　9

・申込先・稟愛麟1

　　　　　大人1，000円　＄
　●参加料く　　　　　6
　　　　　小人　　500円　？
　　　　　　　　　　　る当日（％）の申込み受付けは2

しません。締切日までに。　　2

　　　　　　　　　　　2
　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　3

しく汗を流していま

す。冬場をむかえ、

運動不足になりがち

な方、一緒にどうで

すか。●連絡先　飯

塚弘さん（稲荷町西

盈57－4663番）
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地
域
福
祉
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
活
躍
す
る
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が

こ
の
た
び
一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
一
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た
新

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
と
担
当
区
域
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
（
任
期
三
年
）

　
　
十
日
町
地
区
（
二
十
名
）

　
本
田
雅
子
（
本
町
一
上
、
下
、
本

町
東
一
、
本
町
西
一
、
本
町
二
）
、

田
村
喜
作
（
宮
下
町
東
、
西
、
諏
訪

町
、
学
校
町
二
）
、
島
田
久
蔵
（
本

町
三
、
四
、
五
、
稲
荷
町
一
）
、
根

津
清
治
（
本
町
六
－
一
、
二
、
三
）

田
村
佳
（
袋
町
東
、
中
、
西
、
昭
和

町
一
）
、
後
藤
唯
夫
（
高
田
町
一
、

二
、
栄
町
、
昭
和
町
二
、
泉
町
）
、

樋
口
由
紀
子
（
高
田
町
三
東
、
西
、

南
、
丸
山
町
）
、
根
津
佐
太
郎
（
昭

和
町
三
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、
加
賀

　
　
　
新
潟
県
史
予

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
県

史
が
昨
年
度
に
続
い
て
、
五
十
九
年

三
月
末
に
五
巻
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
県
史
は
、
県
内
外
の
貴
重
な
未
公

刊
資
料
を
多
数
紹
介
し
て
お
り
、
新

潟
県
を
知
る
上
で
不
可
欠
の
資
料
編

で
す
。
ご
購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
十
六
巻
も
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

　
　
今
回
刊
行
巻
の
内
容

◆
資
料
編
5
　
中
世
三
　
文
書
編
㎜

五
千
百
円
　
◆
資
料
編
1
0
　
近
世
五

流
通
編
　
五
千
百
円
　
◆
資
料
編
12

糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町
）
、
酒
井
梅

子
（
昭
和
町
四
、
駅
通
り
、
西
浦
町

東
、
西
）
、
根
津
富
（
稲
荷
町
二
、

稲
荷
町
三
東
、
稲
荷
町
三
本
通
り
、

三
南
、
三
北
、
旭
町
）
平
野
喜
穫
（
稲

荷
町
西
、
西
本
町
一
、
二
、
八
幡
田

町
、
下
川
原
町
）
、
庭
野
シ
ゲ
（
神

明
町
、
水
野
町
、
学
校
町
一
、
若
宮

　
　
　
　
り

町
、
田
中
町
東
、
田
中
町
西
）
、
田

ロ
セ
ツ
子
（
田
中
町
本
通
り
、
川
原

町
、
上
川
町
）
、
西
野
幸
雄
（
田
川

町
一
、
二
、
三
）
、
小
海
ヨ
ネ
子
（
千

代
田
町
、
稲
荷
町
西
、
島
）
、
庭
野

宏
平
（
江
道
、
猿
倉
）
庭
野
忠
郎
（
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉
）
、
村
山

敬
弥
（
新
座
一
、
二
）
、
小
林
繁
作

（
新
座
三
、
四
）
、
庭
野
一
義
（
本

町
七
ー
一
、
七
i
二
、
三
和
町
）

　
　
中
条
地
区
（
十
一
名
）

約
受
付
中

近
世
七
　
幕
末
編
　
五
千
五
十
円

◆
資
料
編
18
　
近
代
六
　
産
業
経
済

編
H
　
五
千
円
　
◆
資
料
編
2
3
　
民

俗
文
化
財
二
　
民
俗
編
1
1
　
四
千
九

百
五
十
円
　
　
　
送
料
別
で
す

　
　
申
込
先

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

番
町
六
〇
二
番
地
　
新
潟
県
総
務
部

県
史
編
さ
ん
室
（
智
新
潟
二
三
i
五

五
一
一
番
内
線
三
〇
二
五
）
に
、
は

が
き
で
、
住
所
、
氏
名
、
購
入
巻
名
、

冊
数
、
公
私
用
別
、
電
話
番
号
な
ど

を
記
入
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
太
田
栄
策
（
四
日
町
新
田
一
、
二
、

三
、
四
、
南
新
田
町
一
、
二
、
三
）
、

滝
沢
奥
太
郎
（
四
日
町
一
、
二
、
三
、

四
、
四
日
町
中
原
）
、
高
橋
ハ
マ
子

（
尾
崎
、
五
軒
新
田
、
太
子
堂
、
塚

田
、
八
幡
、
上
原
、
上
原
新
町
）
、

和
田
悦
（
中
条
上
町
、
旭
ケ
丘
、
背

戸
、
中
条
旭
町
）
、
中
林
秀
一
郎
（
中

条
中
町
、
中
条
下
町
、
中
条
島
）
、

藤
木
昇
（
峠
、
梅
沢
、
中
条
新
田
、

中
条
市
之
沢
）
、
池
田
徹
男
（
嘉
勝
、

轟
木
、
焼
野
、
池
谷
、
入
山
）
、
大

津
久
（
魚
之
田
川
、
新
水
）
、
水
落

清
次
郎
（
宇
田
ヶ
沢
、
中
条
菅
沼
、

山
新
田
）
、
大
津
文
夫
（
蕨
平
、
三

ツ
山
、
上
田
原
）
、
当
重
益
郎
（
小

貰
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
）

　
　
下
条
地
区
（
七
名
）

　
生
越
正
信
（
上
新
田
一
、
二
、
三

西
、
山
際
）
、
近
藤
正
毅
（
原
、
岩

野
、
甘
日
城
、
下
条
栄
町
）
、
池
田

利
一
（
桑
原
、
為
水
、
野
田
、
山
根
、

下
条
本
町
、
下
条
中
央
通
り
、
蟹
沢
）

井
川
博
子
（
貝
之
川
、
新
保
）
、
小

林
昌
平
（
水
口
、
下
山
、
新
光
寺
）

田
村
実
（
仙
之
山
、
平
、
漉
野
、
慶

地
）
、
水
落
政
治
（
二
子
、
願
入
、

塩
野
）

　
　
吉
田
地
区
（
八
名
）

　
斉
木
辰
三
（
稲
葉
、
吉
田
山
谷
）

林
一
雄
（
小
泉
一
、
二
、
三
…
西
浅

ケ
原
以
外
）
、
川
崎
重
昭
（
樽
沢
、

西
浅
ケ
原
）
、
古
沢
英
雄
（
北
鐙
坂

一
、
二
、
三
）
、
保
坂
利
隆
（
南
鐙

坂
）
、
佐
野
好
平
（
高
島
一
、
二
）

尾
身
六
郎
治
（
鉢
一
、
二
、
中
手
）

桑
原
一
郎
（
中
平
、
名
ケ
山
）

　
　
川
治
地
区
（
十
一
名
）

　
玉
村
万
作
（
川
治
上
町
、
川
治
中

町
）
、
竹
内
義
雄
（
川
治
下
町
一
、

二
、
三
、
妻
有
町
東
一
、
西
一
、
二
）
、
菅

井
十
二
蔵
（
内
後
、
谷
内
丑
一
、
二
）
、

岡
村
芳
雄
（
北
新
田
一
、
二
、
三
）
、

高
橋
清
次
郎
（
城
之
古
一
、
二
、
三
、

城
之
古
東
町
、
塚
原
町
）
、
樋
ロ
ト

、
・
、
（
山
本
町
一
、
二
、
三
、
四
、
五
）
、

竹
内
ヨ
シ
（
河
内
町
、
千
歳
町
、
寿

町
一
、
二
、
三
、
四
）
、
高
橋
は
る

ゑ
（
高
山
二
、
三
、
四
、
錦
町
一
、

二
、
美
雪
町
一
、
二
、
三
、
桜
木
町
）
、

田
川
正
三
（
春
日
町
一
、
二
、
三
、

高
田
町
四
、
五
、
六
）
、
服
部
寅
治

（
関
根
一
、
二
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
）

斉
木
浩
平
（
落
之
水
、
池
之
平
、
孕

石
、
椌
木
、
長
里
）

　
　
六
箇
地
区
（
四
名
）

　
南
雲
袈
栄
吉
（
中
村
、
六
箇
山
谷
、

麻
畑
）
、
福
崎
健
太
郎
（
田
麦
）
、

徳
永
明
男
（
ニ
ツ
屋
、
船
坂
）
、
桑

原
計
利
（
塩
ノ
又
）

　
　
水
沢
地
区
（
十
二
名
）

　
高
野
長
一
郎
（
水
沢
一
、
二
、
三
、

珠
川
一
、
二
、
三
、
四
）
、
山
口
庄

治
郎
（
馬
場
一
、
二
、
三
、
四
）
、
上

村
順
平
（
太
田
島
一
、
二
、
三
）
、

武
田
ツ
ネ
子
（
土
市
一
、
二
、
三
、

四
、
五
）
、
金
沢
千
枝
（
新
宮
一
、

二
、
幸
町
）
、
村
山
リ
ン
（
伊
達
一
、

二
、
三
、
四
）
、
宮
沢
幹
夫
（
大
黒
沢

一
、
二
、
大
黒
沢
東
、
小
黒
沢
）
南

雲
芳
太
郎
（
姿
一
、
二
、
安
養
寺
）
、

樋
口
忠
男
（
南
雲
、
中
在
家
、
水
沢

市
之
沢
）
、
熊
木
隆
（
当
間
、
大
石
）
、

村
山
行
作
（
漆
島
、
池
沢
、
野
中
、

鍬
柄
沢
）
、
福
崎
卯
三
郎
（
天
池
、

細
尾
、
池
之
尻
）

こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な

　
　
　
　
農
業
制
度
資
金
を

農
業
改
良
資
金

　
こ
の
資
金
は
、
県
が
国
の
助
成
を

受
け
て
造
成
し
た
資
金
を
原
資
に
、

無
利
子
で
農
業
者
等
に
資
金
を
融
通

す
る
貸
付
制
度
で
す
。
制
度
の
創
設

以
来
、
新
し
い
農
業
技
術
の
導
入
に
、

農
家
の
生
活
改
善
に
、
農
業
の
担
い

手
育
成
に
、
と
農
業
に
意
欲
を
燃
や

す
農
家
に
よ
っ
て
幅
広
く
活
屠
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
農
業
改
良
資
金
の
特
徴

種類
貸付の
相手方 利率

償還期間
（うち据置）

貸付限度額（万円） 資金の種目・貸付対象資材等

技
術
導
入
資
金

農業者ま

たはその

組織する

団体

無利子
3～7
（1）

知事の定める標

準事業費の80％

畜産部門の生産環境の悪化を防止する施設、

農業生産における、エネルギー使用の合理化

のための施設など

農
家
改
善
資
金

〃 〃 〃

個人設備50～110

共同施設等100～300

　　（⑧500）

炊事関連施設、衛生関連施設、健康管理施設、

共同給水施設、共同排水施設、共同し尿浄化

施設など

農育
業成
後
継資
者金

農業後継

者または

その組織

する団体

〃 〃

技術共同取得20

研修教育120
部門経営開始450

共同し能率的な農業技術を習得するための資

金、高度の農業技術・経営能力を習得するた

めの資金など

栴
⑤

・
一
、
新
し
い
農
業
技
術
の
普
及
奨
励

や
農
業
者
に
よ
る
技
術
開
発
の
促
進

二
、
地
域
の
実
態
に
即
し
、
土
地
利

踊
型
農
業
部
門
の
経
営
改
善
を
進
め

る
と
と
も
に
、
中
核
農
家
の
育
成
を

目
途
に
生
産
の
組
織
化

三
、
農
家
の
生
活
改
善
と
集
落
の
生

活
環
境
の
整
備

四
、
次
代
を
担
う
優
れ
た
農
業
後
継

者
を
育
成
確
保
。
と
い
う
四
つ
の
大

・
き
な
目
標
の
も
と
に
、
意
欲
的
に
農

業
に
取
り
組
む
農
業
者
な
ど
に
貸
し

付
け
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
　
農
業
改
良
資
金
に
は

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
種
類
が

　
こ
の
資
金
に
は
、
技
術
導
入
資
金
、

農
家
生
活
改
善
資
金
、
農
業
後
継
者

育
成
資
金
の
三
種
類
が
あ
り
、
貸
出

し
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
資
金
の
借
入
手
順
は

　
ま
ず
、
e
自
分
の
経
営
改
善
な
ど

の
構
想
に
つ
い
て
農
業
改
良
普
及
所

農
協
、
市
農
林
課
な
ど
に
相
談
し
、

経
営
技
術
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

、
⇔
関
係
指
導
機
関
と
相
談
の
う
え
、

事
業
計
画
を
た
て
、
口
自
己
資
金
の

調
達
や
事
業
着
手
時
期
な
ど
を
決
め

貸
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
農
林
課
（
饗
五
七
ー
三

一
一
一
番
内
線
三
三
二
）
へ
。
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精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
魚
沼
更

生
園
（
仮
称
）
」
開
設
の
た
め
、
つ

ぎ
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
職
種
別
採
用
予
定
者
及
び

　
　
応
募
資
格

　
日
本
国
籍
が
あ
り
、
福
祉
事
業
へ

の
熱
意
を
も
ち
、
採
用
後
は
通
勤
可

能
な
地
域
に
居
住
す
る
人
で

ω
作
業
指
導
員
ま
た
は
児
童
指
導
員

　
採
用
予
定
…
…
二
名
。
昭
和
二
十

八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
精
神
薄
弱
児
（
者
）
の
職
業
指

導
、
生
活
指
導
に
相
当
の
経
験
と
技

能
の
あ
る
人
。

⇔
生
活
指
導
員
ま
た
は
保
母

　
採
用
予
定
…
…
四
名
。
昭
和
三
十

三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
女

子
で
、
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
最
低

基
準
に
規
定
す
る
生
活
指
導
員
か
児

童
福
祉
法
の
保
母
の
資
格
の
あ
る
人

国
調
理
員

　
採
用
予
定
…
…
一
名
。
昭
和
二
十

八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
調

理
師
資
格
の
あ
る
人

四
用
務
員

　
採
用
予
定
…
…
男
女
各
一
名
。
昭

和
二
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
男
子
は
普
通
大
型
自
動

車
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
を
希
望
。

採
用
条
件
及
び
勤
務
地

魚
沼
地
区
精
神
薄
弱
児
収
容
施
設

9
垂
レ
｝
一
レ
邑
『
レ
・
呂
軍
ひ
一
｝
レ
｝
し
・
｝
レ
多
レ
ー
一
3
7
し
一
毒
。
レ
｝
レ
ー
季
レ
・
一
§
・
レ
・
3
『
レ
一
｝
レ
5
3
一
・
し
・
．
3
『
レ
一
．
3
響
一
レ
亀
≡
・
レ
一
一
一
『
卜
・
－
累
．
・
卜
｝
レ
・
．
量
レ
・
一
一
一
7
》
。
…
7
ひ
．
§
一
、
b
一
3
『
レ
．
．
呂
一
．
レ
轟
8
＝
レ
畠

．‘色匹1“5』61曲．4』，1翻ld』II5116111h4』，II隔じ6－61』1▲1曲61曲9‘・』曲6151M』漁6。16』1」』ll一巴▲鵡△IIOM』1巳1』16轟6漁611191g▲・1舶』一』

※　食料晶製造業

1日3，465円（時間給労働者は1時間434円）

※　出版・印刷・同関連産業

　　　（速記・筆耕・複写業を含む）

1日3，634円（時間給労働者は1時間455円）

ただし、次にかかげる労働者は1日3，288円（時間給労

働者は1時間411円）

①雇入れ後6月未満の技能習得中の人，②印刷物の整理、

はさみ込み、帯封など軽易な業務に主として従事する人。

※卸売業・小売業

1日3，385円（時間給労働者は1時間424円）

効力発生日　58年12月15日

～以上の業務のうち、軽易な業務については新潟県最低

賃金（1日3，151円、時間給394円）が適用されます。
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組
合
職
員
と
し
て
、
小
出
町
条
例
に

準
じ
て
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
、
魚
沼
学
園
か
魚
沼
更
生
園
（
小

出
町
大
字
十
日
町
）
に
勤
務
予
定

応
募
方
法

　
十
二
月
十
五
日
（
木
）
～
一
月
十

四
日
（
土
）
の
間
に
、
〒
九
四
六
、

北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
十
日
町
一
七

三
八
の
二
、
魚
沼
学
園
庶
務
係
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
書
類
　
e
受
験
申
込
書
（
市
社

会
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）
　
⇔

履
歴
書
（
市
販
の
様
式
で
可
、
写
真

添
付
）
　
口
最
終
学
校
卒
業
証
明
書

日
最
終
学
校
成
績
証
明
書
　
四
該
当

す
る
資
格
証
明
書
写
し
　
㈲
写
真
二
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胸
上
、
脱
帽
、
正
面
、
た
て
四
㎝

よ
こ
五
㎝
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詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
援
護
係
（
盈
五
七
－
三
一
一

一
番
内
線
二
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　　　　　　懸＄『醤灘鍵難
　　十日簿灘講i濁騨漏簿1翻蕃組

　　“いつもあな総i醸繍酵ト十日町”

　　　　　　公開雛赦送

日時　12月25日（日）

　　　午後6時30分開演（6時開場）

会場　十日町市民会館

内容　●「阿呆鳥」ライブコンサート

　　　●「高石ともやとザ・ナターシャ・セブン」

　　　　　　　　　　　　　ライブコンサート

　　　●「わが町十日町を語る」

入場整理券　入場整理券は十日町市公民館本館（学

　　　　　校町盈57－5011番）かBSNラジオ

　　　　　　長岡放送局（長岡市殿町1－5－9

　　　　　費（0258）35－7531番）十日町放送

　　　　　　局開局特別番組係へ。　無料です。
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二
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笹
之
沢
、
池
之
平
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落
之
水
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椌
木
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長
里
の
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、
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十
二
月
二
十
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三
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等
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宝
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受
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岡
村
直
治
さ
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北
新
田
）
は
、

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
、
十
日
町
病

院
検
査
室
開
設
に
あ
た
り
、
初
代
検

査
技
師
と
し
て
着
任
。
以
来
、
昭
和
五

十
八
年
三
月
三
十
一
日
に
退
職
さ
れ
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ヅ　　　　　　　　　　　　　足
　　朗読奉仕員養成講座

　一一12月17日㈹午後1：30～一

　　　　●●●十日町市公民館で

　講師　小西慧道氏（元N　STアナウンサー）

　問合わせ　市社会福祉事務所内杜会福祉協

　　　　　議会事務局（魯57－3111番内134）

葛＼　　～主催・市社協、主管・市朗読サークル～／で

る
ま
で
の
三
十
余
年
に
、
取
扱
っ
た

検
査
件
数
は
八
百
万
件
に
も
達
し
、

検
査
室
の
充
実
と
医
療
水
準
の
向
上

に
携
わ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
六
等

瑞
宝
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
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o
克
雪
フ
ェ
ア
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
雪
・
く
ら
し
・
調
和
」
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
は
”
克
雪
”
や
．
雪

と
の
闘
い
”
と
い
う
言
業
を
使
わ
な

く
て
も
済
む
時
代
が
く
る
よ
う
に
、

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ェ
ア
の
中
で
「
三
国
山
脈
を
削

り
海
流
を
変
え
て
雪
を
降
ら
せ
な
く

す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
提
案
が
あ
り

ま
し
た
が
、
編
集
子
は
こ
の
提
案
に

賛
成
し
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
は
雪
の
害
が
勝
ち
す
ぎ
て

雪
の
メ
リ
ッ
ト
が
忘
れ
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
人
の
知
恵

が
雪
の
害
に
優
る
時
代
が
や
っ
て
き

ま
す
。

理
を
破
戒
し
て
訪
れ
る
時
代
で
な
い

こ
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。

／世帯数12，359／推計人ロ…48，479人（男23，723人・女24，756人）※基本台帳人口48，997人（12月1日現在）

そ
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時
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は
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大
自
然
の
摂
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